
南葛西中学校災害時緊急対策基本方針 
 

震度５強以上（５以下でも余震が続く場合も）、洪水警報発令時及び浸水情報入手時に 

は、全校生徒を学校内にとどめ置き、安全を確保する。 

 

１． 外部情報により危険度が少ないと判断された場合 

 

地区別集団下校（地区担当教員引率）⇒班長が学校に帰宅報告。 

保護者引き渡し⇒「災害時引き渡しカード」で連絡 

           地区担当教員引率で帰宅 

 来校不可の場合 

                保護者が来校するまで学校で待機。 

 

２． 危険度が高く、継続すると判断された場合 

 

     各教室で待機 

     男女別体育更衣教室で待機 

     体育館で全校一斉に待機（地域住民避難来校時は生徒は教室） 

 

３． 地域の被害が大きく、ひと晩学校で避難する場合 

 

○教員の役割分担 

 ・生徒掌握（各学年教員） 

 ・災害用品搬出・配布（生活指導部教員） 

 ・救急・救護（養護教員・体育科教員） 

 ・連絡（校長・副校長） 

○災害用品[毛布・非常食]の使用(用務主事・事務主事) 

○トイレ・水道使用の指示（生活指導部教員） 

 

※「災害時引き渡しカード」の保管について 

  ・新入生には４月当初に各家庭に配布し、記入の上回収する。 

  ・２・３年生には、前年度の用紙を一旦返却し、変更点を訂正し提出させる。 

  ・全校生徒分を一冊にファイル保管し、副校長周辺棚に常備する。 


